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「2025 年度 第 2回北海道労済運動推進会議」が 12 月 8 日(月)、ホテルポールスター札幌にて

開催されました。 

2025 年度 10 月末時点の重点共済の推進状況ですが、年間目標 8,316 件に対して、新規加入実

績 3,934 件となり、目標達成率 47.3％となり、基準進捗率 41.7％を上回る状況。 

 

≪ 挨 拶 ≫  

大変お忙しい中、第２回北海道労済運動推進会議に

ご出席を頂き誠に有難うございます。 

 日頃から、各地域・職場で労済運動推進にご尽力を

頂いておりますことに、敬意と感謝を表するところで

あります。 

 開会にあたり、幹事会を代表してご挨拶をさせて頂

きます。 

 冒頭、11 月 18 日に大分県大分市で発生した大規模

火災によって、182 棟の住宅が延焼し、125 世帯 188

人が避難生活を余儀なくされました。また、お一人が

亡くなりました。お亡くなりになられた方のご冥福と

哀悼の意を捧げますと共に、被災された方にお見舞い

を申し上げたいと思います。 

 また、大規模災害が起きたとき、こくみん共済 coop の

職員も同様に被災者となることもあると思いますが、そ

の場合であっても、加入者の身になって現地調査や事務作業を優先して行われていることに対し

て、感謝と敬意を表させていただきます。 

 引き続き、加入者に寄り添った業務遂行をお願いしたいと思います。 

 さて、本日の会議ですが、私のあいさつの後、こくみん共済 coop 北海道推進本部から「藤盛本

部長」と「原山事務局長」にも出席して頂いておりますので、「藤盛本部長」より北海道推進本部

を代表してのご挨拶を頂き、そののち「原山事務局長」より 2025 年度の「事業状況報告」を頂き

ます。 

本日の議題としては、推進会議としての「上期活動報告」及び「重点共済の推進状況」と、それ

を踏まえた「今後の推進活動」について審議して頂くことと、役員選出団体の組織事情から役員

の交代の申し入れがあったことから役員変更についてご承認頂きたく、よろしくお願いいたしま

す。 

 さて、2024 年度においても、「こくみん共済」「長期共済」「マイカー共済」「自賠責共済」「火

災共済」「自然災害共済」の６共済を重点共済と位置づけ取り組みを進めて頂いています。それぞ

れの実績については資料を参照していただきたいと思いますが、新年度が始まって５か月が経過

した 10 月末実績で目標達成率 41.7％に対して、6 共済全体では 47.3％で昨年度同時期が 46.5％

でしたので、顕著にではありますが推進運動の前進が図られてきていると言えます。各支所・各

2025 年度重点共済新規加入目標 8,316 件に対し、3,934 件の実績 

 目標達成率 47.3％、基準進捗率 41.7％を上回る状況！ 

北海道労済運動推進会議 

議長 高倉 司 



 

ブロック推進会議の役員の皆さんと産別・単組の推進委員の皆さんに、感謝申し上げます。「あり

がとうございます」 

この後、上期の取り組み状況の詳細と、上期の状況を踏まえての「今後の推進活動」の考え方に

ついて、紺野事務局長よりご提起申し上げますので、引き続き、目標達成に向けてご奮闘いただ

くことをご要請申し上げ、推進会議の開催にあたってのご挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 
 

≪ 挨 拶 ≫ 

悪天候また、師走の大変お忙しい中、全道各地から本

推進会議の参加に、心より感謝申し上げます。 

また、上期の各地区や産別における推進活動に対して感

謝申し上げます。 

本年は、全国的に災害が発生していますが、北海道と

して対応する状況はありません。これから発生が予想さ

れる雪害に対し注視していきたいと思います。 

事業状況の詳細については、この後原山事務局長から

報告がありますので、掻い摘んで報告させていただきま

す。 

帯広のパナソニック労組の大量退職の対応について、

全道の職員を動員して、組合員個々に丁寧な説明と移行

手続きを行い、ほぼ１００％移行を完了することができ

ました。 

地元はもとより、動員により全道各地区からの応援対応に協力いただいたことに感謝します。 

経営の指標を示す付加掛金収入については目標を若干上回っています。年度末での目標達成に

向けて努力していきたいと思います。 

北海道労済運動推進会議の重点共済の新規獲得目標については、上期終了時点では上回ってい

る状況で各地区・産別の努力に感謝します。 

共済別では、自然災害共済が厳しい状況である。現在、強化月間中であることからご協力をい

ただきたい。 

事務局内では、この間推進活動の成功事例を共有化する取り組みを行ってきました。その中の

上位の取組では協力団体に協力いただいていることを改めて認識させていただいた。 

下期は、この成功事例を踏まえ強化月間（キャンペーン）を実施していきたい。 

札幌では、琴似店を駅前店に統合し、土曜日営業を開始した。来年から毎週土曜日営業してい

く体制を整えています。広告として駅前空間に大規模に実施する予定です。 

事業目標達成に向けて改めてご協力をいただきたい。 

少し早いかもしれませんが、１年間のご協力に感謝し、各地区および産別の発展をご祈念申し

上げます。 

こくみん共済 coop 北海道推進本部 

本部長 藤盛 敏弘 



 

推進会議の様子 

 

 
2025 年度の上期活動の経過及び下期活動計画を確認しました。以下 議案書にて

内容を確認願います。 
以 上 

報告事項を提案する 

こくみん共済 coop 北海道推進本部 

事務局長 原山 一志 

協議事項を提案する 

北海道労済運動推進会議 

事務局長 紺野 則仁 



 

 

 
 

 

 

 

日時：2025 年 12 月 8 日（月）14：00～15：20 

会場：ホテルポールスター札幌 2 階 コンチェルト 
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議 事 次 第 

 

 

開 会 海野副議長 

 

 

挨 拶 

  北海道労済運動推進会議 髙 倉 議 長 

  こくみん共済 coop 北海道推進本部 藤盛本部長 

 

報 告 

  Ⅰ．こくみん共済 coop 北海道推進本部 2025 年度事業状況について 原山事務局長 

 

議 題 

Ⅰ．2025 年度 上期活動報告について 紺野事務局長 

Ⅱ．2025 年度 重点共済の推進活動について 紺野事務局長 

Ⅲ．2025 年度 今後の推進活動について 紺野事務局長 

Ⅳ．2025 年度 北海道労済運動推進会議 役員体制について 紺野事務局長 

 

その他 

2025 年度第 2回北海道推進本部独自強化月間（住まいる共済）について 渋 谷 課 長 

 

閉 会 海野副議長 
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Ⅰ．こくみん共済 coop 北海道推進本部 2025 年度事業状況について 

＜報 告＞ 
 

１．目標に対する進捗状況について（2025 年 9 月末実績：4カ月経過） 【別冊資料 P1～3】 

セット共済の主軸となる「火災・自然災害・団体生命共済」およびマイカー・こくみん共済の

個人共済も純減しておりほぼ全共済にて厳しい状況が続いており、協力団体チャネル 9 月末時点

における累計純増は、▲122,429 口となっています。一方、代理店は、270,463 口の純増となっ

ており、職域累計純増は件数▲1,370 件、口数 148,034 口となっています。 

件数 口数 件数 口数 件数 口数

職　域 ▲ 6,585 ▲ 2,854 ▲ 1,370 148,034 5,215 150,888

　（協力団体） ▲ 8,240 ▲ 488,900 ▲ 2,383 ▲ 122,429 5,857 366,471

　（代理店） 1,655 486,046 1,013 270,463 ▲ 642 ▲ 215,583

居住域 ▲ 2,415 ▲ 167,146 ▲ 2,534 ▲ 427,545 ▲ 119 ▲ 260,399

その他 0 0 111 ▲ 328 111 ▲ 328

合　計 ▲ 9,000 ▲ 170,000 ▲ 3,793 ▲ 279,839 5,207 ▲ 109,839

純増目標 2025年9月末累計純増実績 目標との差異

 

 

２．前年同時期比実績について（2025 年 9 末実績：4カ月経過） 

2024 年 9月末実績比にて全体累計純増では 105,221 口となっています。協力団体チャネルの口

数は概ね前年度と同程度となっている一方で、代理店チャネルでは、自然災害・マイカー・自賠

責共済の損害系共済の取り組み成果の影響により、前年同時期比にて 89,011 口上回る実績とな

っています。  

件数 口数 件数 口数 件数 口数

▲ 505 58,341 ▲ 1,370 148,034 ▲ 865 89,693

▲ 1,193 ▲ 123,111 ▲ 2,383 ▲ 122,429 ▲ 1,190 682

688 181,452 1,013 270,463 325 89,011

▲ 2,855 ▲ 442,651 ▲ 2,534 ▲ 427,545 321 15,106

▲ 2 ▲ 750 111 ▲ 328 113 422

▲ 3,362 ▲ 385,060 ▲ 3,793 ▲ 279,839 ▲ 431 105,221

居住域

その他

合　計

　　職　域

（協力団体）

（代理店）

前年度 当年度 前年同時期との差異

 

 

３．共済ショップ札幌駅前店の毎週土曜日営業実施について 【別冊資料 P4】    

 勤労者、組合員の多様化するライフスタイルに柔軟に対応していくことによる組合員接点機会

を増加させ、休日のみ来店可能な方との接点機会創出からの更なる新規実績拡大を目指すことを

目的に、2026 年 1 月より共済ショップ札幌駅前店にて毎週土曜日営業を実施することとなりまし

た。 
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Ⅰ．2025 年度 上期活動報告について 

＜議 題＞ 
 

１．2025 年度活動報告について 

2025 年度北海道労済運動推進会議は、労済運動の推進基軸母体として運動の前進をはかるべ

く、基本方針をふまえ産別・単組・ブロック推進会議と連携のうえ取り組みを進めてきました。 

重点 6 共済を設定し、こくみん共済 coop と共に無保障者をなくし組合員に最適な保障を提案

していくことを基調とした取り組みを展開しました。 

2025 年 10 月末における重点共済の進捗状況ですが、年間目標 8,316 件に対し、3,934 件（進

捗率 47.3％）となっており、基準進捗率である 41.7％を上回り年間目標達成ペースで推移し顕

著に運動の前進が見てとれます。 

こくみん Life サポート・セット共済 WEB 更新システム等新たなデジタル技術を活用した推進

を展開し、多くの組合員との接点機会を繋ぐ取り組みを進めることができました。その結果、6

～8月における「2025 年度第 1回北海道推進本部独自強化月間」において目標を達成することが

できました。 

さらに、保障設計運動における協力団体・組合員の保障の基盤となる団体生命共済について

も、新規での全員一律加入や特約付帯等、労済運動の裾野の拡がり、普及促進が実感できる成果

が得られた上期となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2025 年度基本方針＞ 

１ 労働者共済運動の根幹である職域推進において、北海道労済運動推進会議と支店推進会議、 

ブロック推進会議との一体的な労済運動を展開し共済運動の基盤強化を目指します。 

２ 「7歳の交通安全プロジェクト」「子どもの成長応援プロジェクト」等、社会課題解決（SDG 

ｓ）の取り組みの周知活動を強化するとともに、「こくみん共済」「マイカー共済」の加入拡

大をはかります。 

３ 近年の自然災害多発を受け、組合員を災害から守る取り組みとして、「無保障者をなくす取

り組み」と「既加入者への保障点検活動」を継続するほか、防災士資格を持つこくみん共済  

coop 職員による防災減災セミナーの開催等、有意な情報提供や啓発活動を強化します。 

４ 「公式アプリ」「こくみん Life サポート」について、組合員の利便性向上、組合員と労組

とこくみん共済 coop を繋げる新たなサービスと位置づけ、積極導入を促進します。 

５ 保障設計運動の観点から協力団体の保障の基盤となる団体生命共済の一律加入の引き上げ

や特約の付帯等組織内保障の拡充に加え、「こくみん Life サポート」の利用による福利厚生

制度の拡充の観点から取り組み要請を強化します。 

６ 自動車関連補償に関しては、組合員の可処分所得向上の一助としてのマイカー共済の取り

組み（適用割引率の丁寧な周知と横断旗寄贈と連動した見積り依頼書の収集強化）とともに、

自賠責共済の加入拡大をはかります。 

７ 産別、単組と連携し、将来にわたる労済運動の拡がりの観点から「保障セミナーの開催等」

新入組合員対策を講じるとともに、これまでの共済利用の感謝と永続的な必要保障確保の観

点から退職者対策を強化します。 

８ たすけあいの輪をむすぶ、拡げるため、「新規団体の紹介、新規組合員の紹介」活動を産別 

単組、ブロック推進会議、ブロック労福協との連携を強化し展開します。 
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２．ブロック推進会議等の開催状況 

北海道労済運動推進会議として総会等に参加し、日ごろの労済運動への協力の御礼と向こう

一年間の取り組みへの要請を行ってきました。 

ブロック 総会等 

石 狩 8/7 総会 

後 志 7/19 総会 

西 胆 振 8/1 総会 12/22 幹事会 

東 胆 振 8/5 総会 12/22 幹事会 

日 高 8/2 総会 12/16 幹事会 

空 知 7/29 総会 

釧 路 7/28 総会 12/10 支店推進会議 

根 室 8/2 総会 

十 勝 8/2 総会 11/29 推進会議 

網 走 8/2 総会  11/22 推進会議 

上 川 中 7/24 総会 10/15 支店推進会議 

上 川 南 7/11 総会 11/21 推進会議 

上 川 北 7/8 総会  

留 萌 8/1 総会 

宗 谷 7/26 総会 10/18 推進会議 

渡 島 7/17 総会 12/10 支店推進会議 

檜 山 6/26 総会 11/27 拡大幹事会 

 

３．勤労者福祉向上キャンペーンの取り組み 

連合北海道（労働福祉対策特別委員会）・北海道労福協が主催する「勤労者福祉向上キャンペ

ーン」と連携し、2025 年 9 月 2 日～10 月 17 日に 19 産別・団体に対して労働福祉事業団体の利

用拡大、推進強化の要請活動を行いました。 

ブロック労福協への要請活動についても、4ブロックにて日程調整中です。 

 

４．生活保障設計運動定着の取り組み 

（１）「団体生命共済」の取り組み 

団体生命共済について、協力団体への提案活動を行い、従来の死亡保障等、基本保障の充

実のほか、特約付帯等多くの協力団体が組合員のための保障の基盤強化に取り組み保障設計

運動の進展ができました。 

 

2025 年度 団体生命共済・慶弔共済 新規・増口 団体数/口数 

6 団体／12,185 口 
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５．領域拡大への取り組み 

運動基盤拡大の観点から「新規登録団体」の拡大に取り組み、産別からの紹介により、ともに

労済運動を担う協力団体・組合員の拡大をはかることができました。 

 

2025 年度 新規登録団体 

サンドラッグプラス ユニオン（UA ゼンセン） 

興津眺洋町内会 

鳥取 8丁目町内会 

星が浦つつじ町内会 

 

６．社会課題解決に向けた取り組み 

  こくみん共済 coop の社会的課題の取り組みについて、北海道労済運動推進会議としても積極

的に関わり賛同に基づく取り組みを展開しています。 

（１）子どもの成長応援プロジェクト（通年） 

子育て中のパパ・ママへのサポートや子どもの成長を支えるための様々な活動を行っており、

子どもの体力低下への課題対応として、こくみん共済こども保障タイプ加入 1 件につき、全国

の児童館等へなわとび・長縄を 1本寄贈しています。 

 

2025 年度 子どもの成長応援プロジェクト（職域分 なわとび寄贈予定数） 

86 本（2025 年 11 月 25 日時点） 

（２）7歳の交通安全プロジェクト（通年） 

7 歳の子どもが、他の年齢と比較し、突出して交通事故に遭いやすいというデータがあり、

こくみん共済 coop では、交通事故を減らすための金沢大学との共同研究に加え、特設サイト

での発信等、子どもたちの安全を守る取り組みを行っています。 

マイカー共済の見積り 1件につき、全国の児童館等へ横断旗を 1本寄贈しています。 

※参考資料として、2024年12月～2025年5月の北海道における寄贈実績をご参照ください。 

 【別冊資料 P5】7 歳の交通安全プロジェクト 寄贈実績一覧（職域・地域契約合計） 

 

2025 年度 7 才の交通安全プロジェクト（職域分 横断旗寄贈予定数） 

605 本（2025 年 11 月 25 日時点） 
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７．こくみん Life サポート・公式アプリの利用促進等の取り組み 

公式アプリについて各ブロック推進会議や協力団体の執行委員会等における積極導入をはかり

ました。 

あわせて、持続可能な社会実現の取り組みに向けた費用相当分を負担する「デジタル促進特別

活動費」の活用周知をはかっています（事前に協定書を締結し、アプリを新規ダウンロードのう

え、アプリからマイページへ初めてログインした件数１件につき、250円をお支払いするもの）。 

加えて、事業推進DXの一環としてセット共済利用団体に対しセット共済WEB更新システムの導

入提案の取り組みも展開しました。 

※2025 年 11 月 25 日時点実績 

2025 年度 職域 公式アプリ導入者数 

939 件 

※2024 年度総登録件数 1,566 件 

 

2025 年度 デジタル促進特別活動費 協定締結団体数 

254 団体 

 

2025 年度 セット WEB 更新システム提案団体数/導入決定団体数 

提案団体 131 団体うち導入決定団体 30 団体 

 

      （参考）支所別 2025 年度アプリ登録件数進捗状況（2025 年 11 月 25 日時点） 

拠点名 目標登録数 アプリ登録数 進捗状況 

札幌支所 1,629   505   31.0% 

小樽支所 269   11   4.1% 

苫小牧支所 394   32   8.1% 

室蘭支所 284   26   9.2% 

岩見沢支所 150   15   10.0% 

釧路支所 430   76   17.7% 

北見支所 292   15   5.1% 

帯広支所 306   40   13.1% 

道北支店 665   185   27.8% 

道南支店 441   34   7.7% 

北海道推進本部 4,860   939   19.3% 
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Ⅱ．2025 年度 重点共済の推進活動について  

１．生命系共済（こくみん・長期共済）の推進について 

（１）年間新規加入目標・進捗率                    

 目標 新規加入実績 進捗率 

こくみん共済 950 504.6 53.1％ 

長期共済 1,000 776.7 77.7％ 

生命系共済 計 1,950 1,281.3 65.7％ 

※各共済の産別・ブロックごとの進捗状況については【別冊資料 P6～7】参照 

※以降、11ｐまで 10 月末時点実績を掲載、10月末時点基準進捗率は 41.7％ 

 

産別・労組の協力のもと多くの接点機会を設けることができ、主にセット共済の更新時や

退職時・ライフイベント時における適切な保障提案を実践してきました。 

生命系共済については、6月～8月に「2025 年度第 1回北海道推進本部独自強化月間（生命

系共済）」を展開し、保障点検を通じた共済提案を多く実施したことで取り組みの成果に結び

付けることができました。 

 

（２）産別・ブロック推進会議実績状況について 

① こくみん・長期共済合計について、46 産別中 19 産別、地域では 12 ブロックが基準進

捗率を上回る推移をしています。 

② 各産別・構成単組にて、執行部との綿密な連携のもと、セット共済更新時における保障

相談等、組合員への対応をこまめに実施してきたことが成果に結びつきました。特に、

貯蓄型商品である「せいめい共済掛金一律プラン」の推進成果が挙げられています。 

 

  （参考）こくみん・長期共済 2025 年度単月進捗表・前年同月対比表 
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２．自動車総合補償（マイカー・自賠責共済）の推進について 

（１）年間新規加入目標・進捗率                   

 目標 新規加入実績 進捗率 

マイカー共済 1,000 431 43.1％ 

自賠責共済（新規） 1,900 797 41.9％ 

自賠責共済（継続） 1,366 491 35.9％ 

自賠責共済 計 3,266 1,288 39.4％ 

 

① マイカー共済 

「7 歳の交通安全プロジェクト」への賛同団体を募り、「マイカー共済の見積り 1 件＝横

断旗の寄贈 1 本」の周知をはかる等、社会課題解決への参加を広く呼びかけ、団体割引の

周知を契機とし物価高騰情勢での組合員の可処分所得向上に応えられる共済として取り組

みを進めました。 

 

② 自賠責共済 

産別・単組・支店推進会議・ブロック推進会議が一体となり、協力団体を通じ、執行部を

始めとした組合員の車検満了データの集約や、既契約者に対する車検満了前からの早期か

つ複数回の確実な要請活動を展開し、契約締結までの着実な取り組みは運動として定着し

てきました。 

また、組合員サービスとして、協力団体へのこくみん共済 coop 指定整備工場および共済

代理店の紹介活動も強化し、車検入庫誘導による自賠責の募集拡大の取り組みも進めまし

た。 

 

（２） 産別・ブロック推進会議実績状況等について 

① マイカー共済では産別は 11 産別、地域では 8 ブロックが、自賠責共済では新規・継続

総計で 7産別、7ブロックが基準進捗率を上回る推移をしています。 

② ７歳の交通安全 PJ を展開したマイカー共済見積り取得活動の成果として、私鉄総連に

おいて 215 件等の取り組み成果がありました。 
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  （参考）6～10月継続データ各拠点別継続率（2025年 10月末時点）【2025年度目標継続率68.3％】 

拠点名 ブロック 対象継続件数 継続 未継続 継続率 

札幌支所 石狩ブロック 189 123 66 65.1% 

小樽支所 後志ブロック 23 13 10 56.5% 

室蘭支所 西胆振ブロック 32 19 13 59.4% 

苫小牧支所 
日高ブロック 30 16 14 53.3% 

東胆振ブロック 13 6 7 46.2% 

岩見沢支所 空知ブロック 24 15 9 62.5% 

釧路支所 
釧路ブロック 65 37 28 56.9% 

根室ブロック 26 19 7 73.1% 

北見支所 網走ブロック 88 61 27 69.3% 

帯広支所 十勝ブロック 88 48 40 54.5% 

道北支店 

上川中ブロック 40 29 11 72.5% 

上川南ブロック 14 11 3 78.6% 

上川北ブロック 45 25 20 55.6% 

留萌ブロック 20 15 5 75.0% 

宗谷ブロック 18 13 5 72.2% 

道南支店 
渡島ブロック 102 63 39 61.8% 

檜山ブロック 37 18 19 48.6% 

総計   854 531 323 62.2% 
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（参考）マイカー・自賠責共済（新規/継続） 2025 年度単月進捗表・前年同月対比表 
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３．住まいる共済（火災・自然災害共済）の推進について 

（１）年間新規加入目標・進捗率                   

 目標 新規加入実績 進捗率 

火災共済 1,250 592 47.4% 

自然災害共済 850 342 40.2% 

 

① 火災共済 

気候変動による大規模災害の脅威から組合員の生活を守るため、ニーズにあった最適な保

障提案を 2024 年 5 月に実施した制度改定をふまえ取り組みを展開しました。広く多くの組

合員を対象とした周知活動やアンケート収集による最適保障提案を行いました。 

② 自然災害共済 

制度改定を契機とし近年多発している台風や巨大地震への恐れ、北海道特有の冬期間に

多発する雪害、凍結被害等の対策、その他浸水による保障ニーズの高まりをふまえ、協力

団体において組合員の保障の見直しについて、その必要性をあらためて理解いただき運動

の拡大前進をはかることができました。 

 

（２）産別・ブロック推進会議実績状況について 

火災共済では 9産別・10 ブロック、自然災害共済では 8産別・9 ブロックが基準進捗率を

上回る推移をしています。 

 

（３）2025 年度第 2回北海道推進本部独自強化月間（住まいる共済）の展開 

頻発する自然災害に対する備えと現在の契約内容を点検する必要性について説明し、自然

災害被災時の生活再建に資することで組合員とその家族の生活を守ることを目的とした取

り組みとして、「2025 年度第 2回北海道推進本部独自強化月間」を 10月から 12 月に展開し

ています。 

取り組み時における協力団体の負担軽減を目的に、事前に組合員情報等を印刷した「プレ

プリント申込書」を活用し、住まいる共済未加入者と既加入者それぞれを対象とした取り組

みを行いました。 

取り組みの成果として、11月25日時点において、火災共済68,179口、自然災害共済28,878

口の新規・増口加入があり、大きな取り組み成果となっています。 

（参考）火災共済・自然災害共済 2025 年度単月進捗表・前年同月対比表 
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Ⅲ．2025 年度 今後の推進活動について  

１．重点共済の推進対策（支店推進会議・ブロック推進会議との連携強化） 

こくみん共済 coop の設定する各共済の強化月間を推進の山場とし、人・家・車等全ての保

障分野の総合提案により、重点共済各種共済の目標達成をはかります。 

物価高騰等社会情勢をふまえ、組合員に寄り添いながら、適正な保障点検活動を進め、更な

る安心を提供していくことをめざします。 

今後セット共済（団体生命・住まいる・交通災害共済）の更新を迎える協力団体には更新と

あわせた推進提案を予定しています。セット共済更新後もしくはセット共済を利用していない

協力団体については、強化月間等において各組合員のお役立ちに繋がる取り組みを要請します。 

 

（１）生命系共済（こくみん・長期共済）推進 

既契約者を起点とし複合的な保障、家族・世帯を意識した総合的な提案を進め、運動の前

進を目指します。 

特に、これまで保障相談を実施した組合員に対し、ヒアリングすることができたニーズ等

をふまえ一人ひとりにあった保障設計運動の展開をはかります。 

また、子どもの教育費用や退職等、組合員のライフイベントに備えた貯蓄の必要性を提案

し、これらのニーズに応える貯蓄性商品の推進をはかります。 

 

 取り組み施策等 

１ 

貯蓄性商品の推進 

（満期金付定期生命プラン・掛金一律プラン・こくみん共済こども保障満期金付プラ

ン、新団体年金共済等） 

２ こどもの成長応援プロジェクトの協賛要請をとおした「こども保障タイプ」の推進 

３ 家族分未加入組合員への「世帯トータル保障設計」の推進 

４ 終身生命共済・個人年金共済の前納掛金割引利率改定をふまえた取り組み 

５ 2025 年度第 3回北海道推進本部独自強化月間（生命系共済）（2月～4月） 

        ※４.の利率改定の詳細については、【別冊資料 P8～9】を参照ください。 

 

（２）自動車関連補償共済（マイカー・自賠責共済）推進 

成約にあたっては見積り収集が前提となることから、取り組み期間に限らず通年での見積り

収集強化をはかります。 

マイカー共済については、多くの取り扱い団体に 12.5％を超える割引率が適用されており、

今年度の適用割引率の丁寧な周知とともに、取り組み団体の拡大、更なる多くの組合員への利

用拡大をはかります。 

2025 年 4月実施予定の制度改定を契機とし、物価高騰により一層高まる組合員の可処分所得

向上の期待に応えられる掛金優位性をもとに、取り組み強化期間に限定せず、産別・単組内で

広く周知をはかります。 

また、マイカー共済とのセット取り組みとして自賠責共済予約票収集と継続対策を強化しま

す。年間目標の達成のためには、通年での新規実績の積み上げと継続率 68.3％目標の達成が必

須となります。その他、組合員サービスとしての指定整備工場への利用促進をはかります。 
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 取り組み施策等 

１ 適用団体割引率の周知活動 

２ 7 歳の交通安全プロジェクトの協賛要請と見積り収集活動 

３ 自賠責共済年間満期者リストの共有による漏れのない継続対策 

４ チラシの積極配布等こくみん共済 coop 指定整備工場の利用促進に向けた取り組み 

５ マイカー共済キャンペーンの展開（2026 年 2 月～4月実施予定） 

 

（３）住まいる共済（火災・自然災害共済）推進 

自然災害が頻発している状況をふまえ、労働者福祉運動の原点共済である住まいる共済の更

なる普及促進をはかります。 

また、「2025 年問題」と呼ばれる 10 年間の長期火災保険に加入されている組合員への保障の

見直しの必要性周知に努めるほか、東日本大震災から 15 年をむかえる年度であることから、防

災減災の担い手づくりの取り組みとして、防災士資格を持つ職員による防災減災セミナーの開催

等啓発活動をとおし、労済運動を拡げていきます。 

 

 取り組み施策等 

１ 自然災害共済および家財保障の必要性訴求活動の展開 

２ 防災士による有益情報の積極提供や各種施策の展開 

３ 家財保障全員加入による組織保障拡充の提案活動 

４ 2025 年問題をふまえた保障の見直し提案活動 

５ 第 2回北海道推進本部独自強化月間（住まいる共済）の展開（10月～12月） 

※こくみん共済 coop では防災減災活動の普及実践のため、職員の防災士資格の取得活動を進めており、

2025 年 11 月 25 日現在の有資格者数は 69 名になります。 

 

（参考）ブロック別自然災害共済付帯率（職域契約の自然災害共済契約件数／火災共済契約件数） 

※2025 年 4 月から 2025 年 9 月への付帯率推移 

ブロック 付帯率推移 ブロック 付帯率推移 

石 狩 51％→51％ － 網 走 43％→43％ － 

後 志 38％→38％ － 上 川 中 40％→40％  － 

西 胆 振 43％→43％ － 上 川 南 46％→47％  ↑ 

東 胆 振 58％→58％ － 上 川 北 39％→39％ － 

日 高 59％→58％ ↓ 留 萌 60％→61％ ↑ 

空 知 61％→61％ － 宗 谷 49％→49％ － 

釧 路 69％→69％ － 渡 島 ※％→65％ ※ 

十 勝 68％→68％ － 檜 山 66％→67％ ↑ 
 

 北 海 道 46％→46％ － 

                  ※2025 年 6 月より、北渡島と南渡島ブロックが統合 

 

 

 



 

 - 14 - 

２．生活保障設計運動（団体生命共済）等の取り組みについて 

協力団体等が必要としているニーズを汲み取り、共創課題を設定したうえで組合員の福利向上

の観点から団体生命共済一律や各種特約付帯の取り組み要請を強化していきます。 

団体生命共済については、協力団体における保障の基盤となる制度です。「全員一律加入」に

ついては、「たすけあい」の原点である「みんなで支えあう」ことにより、病気療養中の組合員

を含めて加入することが出来る制度です。全員で加入することで、安定的な掛金の設定や漏れの

ない組織保障の実現が可能となります。 

   また、新たなサービスとして「セット共済 WEB 更新システム」の提案活動をすすめ協力団体

の負担軽減をはかりつつ、さらなる組織活動の一助となる取り組みを展開します。 

 

 取り組み施策等 

１ 新規加入・一律加入・加入口数引き上げ・特約付帯提案活動の継続 

２ 適正保障確保を目的とした保障相談による任意加入・増口提案・特約付帯の推進 

３ セット共済 WEB 更新システムの取り組み 

 

３．離退職者に対する取り組み・新入組合員に対する取り組み 

（１）離退職者推進 

生涯に渡って安心を提供していく観点から、離退職者に対するセカンドライフをふまえた適正

な保障点検活動ならびに確実な個人契約への移行案内について、重点課題として位置付け着実な

取り組みを継続します。 

 

 取り組み施策等 

１ 労働組合と連携した退職情報の事前把握による確実な提案活動 

２ 退職後に必要な適正保障の説明を目的とした退職セミナーの開催 

３ 離退職予定者への個別面談によるきめ細かい説明機会の設定 

 

（２）新入組合員推進 

将来に渡って労済運動を支えていく新入組合員に対し、労組と連携のうえ、労働組合活動とし

ての共済活動理解促進とあわせ、新入組合員がより豊かな新生活を送ることができるよう、お金

や保障に関する有益な情報提供や保障の適正化にむけた取り組みを展開します。 

 

 取り組み施策等 

１ 労働組合と連携した新入組合員情報の事前把握による説明機会の設定 

２ 
労働組合との関係性や共済の成り立ち、保障に関する基本的な知識、保障の必要性等

の説明を目的とした新入組合員対象セミナーの開催 

 

４．領域拡大への取り組み 

労済運動の維持・拡大に向けては未取り組み団体への取り組みが重要な課題であることから、

引き続き産別・単組・ブロック推進会議・ブロック労福協と連携し、未利用団体の新規利用、共

済利用の少ない団体の利用拡大に向けた取り組みを要請していきます。 

特にマイカー共済の割引率が拡大した産別の加盟組織への新規利用促進をはかります。 
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５．連合スクラム共済の取り組み 

連合北海道・連合各地協・地区連合・ブロック推進会議等労済運動に関わる総体として引き続

き「連合スクラム共済」の加入拡大を目指し、各産別への要請活動の継続とともに、連合各地協・

地区連合との連携によるエリア内の産別・単組への取り組み要請活動を展開します。 

 
６．こくみん Life サポート・公式アプリの利用促進等の取り組み 

従来の組合員一人一人に寄り添った最適な保障設計をサポートする「保障設計サポート」に加

え、組合員特典価格等でもしもの事前・事後の生活全般をサポートする「生活保障サポート」を

展開し、組合員のくらしをサポートします。 

あわせて、持続可能な社会実現の取り組みに向けた費用相当分を負担する「デジタル促進特別

活動費」の活用周知をはかります（事前に協定書を締結し、アプリを新規ダウンロードのうえ、

アプリからマイページへ初めてログインした件数１件につき、250円をお支払いするもの）。 

 

７．2025 年度取り組み・会議日程 

（１）強化月間等の取り組み日程 

以下のとおり、各種取り組みの予定をしています。 
 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 

人の保障 強化月間      強化月間  

家の保障     強化月間      

車の補償         キャンペーン  

※各共済等の取り組み状況によって、別途強化月間等の取り組みを検討します。 

 

（２）2025 年度北海道労済運動推進会議日程 

・2025 年 6 月 19 日     第 1回北海道労済運動推進会議 

・2025 年 12 月 8 日     第 2回北海道労済運動推進会議 

・2026 年 3 月頃       第 3回北海道労済運動推進会議 
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Ⅳ．2025 度 北海道労済運動推進会議 役員体制について 

 

 

 

2025 年度「北海道労済運動推進会議」幹事会の幹事体制は以下のとおりです（敬省略）。 

 

役 職 選出団体 氏 名 役職名 

議長 北海道労福協 髙倉 司 副理事長兼事業推進本部長 

副議長 連合北海道 海野 淳 総務財政局長 

事務局長 北海道労福協 紺野 則仁 副理事長兼事務局長 

事務局次長 北海道労福協 斉木 孝也 事務局次長 

事務局次長 北海道労福協 髙尾 淳 事務局次長 

事務局次長 
こくみん共済 coop 

北海道推進本部 
高橋 朋広 

事業推進部  

組織・居住域担当部長 

幹事（産別代表） 自治労北海道本部 谷井 悦彦 臨時執行委員 

幹事（産別代表） 全開発労組 齋藤 航太郎 書記長 

幹事（産別代表） 私鉄総連北海道地方労組 加藤 裕幸 執行委員長 

幹事（産別代表） 紙パ連合北海道地方本部 齊藤 昌克 副執行委員長 

幹事（支店代表） 道央支店 日西 和広 連合胆振地協 会長 

幹事（支店代表） 道東支店 武田 研二 連合網走地協 事務局長 

幹事（支店代表） 道北支店 下山 貢司 私鉄総連道北バス支部 委員長 

幹事（支店代表） 道南支店 川口 勝也 連合渡島地協 副会長 

幹事（退職者連合） 北海道退職者連合 真壁 英治 事務局長 

 

退任： 

副議長（連合北海道）      小倉 佳南子（総務財政局長） 

幹事 （自治労北海道本部）   池田 裕二 （企画総務部長） 

幹事 （紙パ連合北海道地方本部）藤山 如昭 （執行委員長） 

 

新任:  

副議長（連合北海道）      海野 淳  （総務財政局長） 

幹事 （自治労北海道本部）   谷井 悦彦 （臨時執行委員） 

幹事 （紙パ連合北海道地方本部）齊藤 昌克 （副執行委員長） 
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2025 年度第 2 回北海道推進本部独自強化月間(住まいる共済)について 

＜そ の 他＞ 

 

 2025 年度住まいる共済の推進策として、2025 年 10 月から 12 月にかけて「2025 年度第 2 回北海

道推進本部独自強化月間（住まいる共済）」の展開をしています。取り組み内容等詳細な内容につ

きましては、【別冊資料 P10～13】を参照ください。 

  

  

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 




































